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定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
当第２四半期累計期間（平成 21 年４月 1 日から平成 21 年９月 30 日まで）の世界経済は、金融危機が波及

した昨年秋以降の 100 年に一度と言われるほどの急速な景気の落込みから、各国の金融・財政政策の効果もあ
り、最悪期からは脱出した感はありますが、本格的な回復には程遠い厳しい状況で推移いたしました。一方、
国内経済も、急激な景気悪化から、企業収益が低下するとともに雇用環境の悪化や個人消費の低迷が進むなど、
大変厳しい状況で推移いたしました。 
金属表面改質の事業環境につきましても、主要取引先であります自動車業界では、世界規模での消費の落込

みから生産台数が前年比で大きく減少し、鉄鋼業界の生産活動も低調に推移していることから、引き続き金属
表面改質の需要も低調に推移いたしました。 
このような厳しい経営環境において当社グループでは、将来を見据えた競争力のある新技術の創出とその市

場展開を強化するとともに、原材料費や人件費などのコスト削減を実施するなど、収益の確保に努めてまいり
ました。 

【連結決算の概況】                        （（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益   四半期純利益
当第２四半期累計期間
（平成22年3月期） 32,262 2,336 2,972 1,213
前第２四半期累計期間
（平成21年3月期） 50,983 6,876 7,586 3,760 

増減金額 △18,721 △4,540 △4,614 △2,546

増減率 △36.7% △66.0% △60.8% △67.7%

当第２四半期累計期間の売上高は、32,262百万円と前年同期に比べ△18,721百万円（△36.7％）の減収と
なりました。金属表面改質の技術は、様々な用途で利用して頂いており、比較的に裾野の広い事業と認識して
おりますが、各業界の生産活動が一斉に縮小し、国内のみならず海外においても、主要事業であります薬品事
業、加工事業の需要が大きく減少いたしました。しかしながら、当第２四半期会計期間に入り、徐々にではあ
りますがその需要は回復する傾向を示しております。
営業利益は 2,336百万円と前年同期に比べ△4,540百万円（△66.0％）の減益となりました。売上高の大幅

な減少により、収益確保に苦慮する厳しい状況で推移いたしましたが、当第１四半期会計期間 3ヶ月間の営業
利益 375百万円に対し、売上高の回復と労務費、経費の圧縮の浸透により、当第２四半期会計期間では 1,960
百万円と増加いたしました。
営業外の損益では、持分法による投資利益の減少など営業外収益が、前年同期に比べ△365百万円減少した

一方で、為替差損の減少など営業外費用も△291 百万円減少したことから、営業外収支は△74 百万円の減少
にとどまり、経常利益は 2,972百万円と前年同期に比べ△4,614百万円（△60.8％）の減益となりました。
特別損益では、保有株式の時価下落による投資有価証券評価損など、特別損失が 565 百万円計上され、四

半期純利益は 1,213百万円と前年同期に比べ△2,546百万円（△67.7％）の減益となりました。

【事業の種類別セグメントの概況】               （単位：百万円）
外部顧客に対する売上高 営業利益

事業の種類 当第２
四半期

前第２
四半期

増減額 増減率
当第２
四半期

前第２
四半期

増減額 増減率

薬 品 事 業 14,464 21,384 △6,919 △32.4% 2,932 4,615 △1,683 △36.5%
装 置 事 業 4,907 8,522 △3,615 △42.4% 129 139 △9 △6.8%
加 工 事 業 11,311 19,328 △8,017 △41.5% 996 4,070 △3,074 △75.5%
その他の事業 1,579 1,748 △168 △9.6% 130 131 △1 △1.0%
消 去 － － － － △1,852 △2,080 228 －
連 結 32,262 50,983 △18,721 △36.7% 2,336   6,876 △4,540 △66.0%
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薬品事業の売上高は、14,464百万円と前年同期に比べ△6,919百万円（△32.4%）の減収となり、営業利益
は 2,932百万円と△1,683百万円（△36.5％）の減益となりました。当事業部門は、耐食性、耐磨耗性、潤滑
性などの機能性向上を目的に、金属などの表面に化成皮膜を施し、素材の付加価値を高める薬剤などを中心に
製造・販売しておりますが、自動車、鉄鋼業界を始めとした各ユーザーの生産状況は、依然低調に推移してお
り、金属表面処理剤やニッケルめっき液などの需要は低調に推移いたしました。しかしながら、徐々にではあ
りますが鉄鋼関係などの需要回復もあり、直近の四半期毎の売上高は、前第４四半期会計期間の 5,977百万円
を底に、当第１四半期会計期間 6,466百万円、当第２四半期会計期間 7,997百万円と低水準ながら回復傾向と
なっております。
装置事業の売上高は、4,907 百万円と前年同期に比べ△3,615 百万円（△42.4%）の減収となり、営業利益

は 129百万円と△９百万円（△6.8％）の減益となりました。当事業部門は、輸送機器業界を中心に前処理設
備及び塗装設備や粉体塗装設備などを製造・販売しておりますが、急激な景気後退を受けて、受注予定物件の
多くが計画延期や中止となるなど大変厳しい状況で推移いたしました。しかしながら、中国での設備受注が比
較的堅調に推移したことから、収益面では微減でとどまりました。
加工事業の売上高は、11,311百万円と前年同期に比べ△8,017百万円（△41.5％）の減収となり、営業利益

は 996百万円と△3,074百万円（△75.5％）の大幅な減益となりました。当事業部門は、熱処理加工、防錆加
工、めっき処理などの表面処理の加工サービスを提供しておりますが、消費の低迷や企業の在庫調整などの影
響により、国内外ともに自動車部品や機械部品などの加工品の受注が減少いたしました。加工事業の売上高は、
薬品事業に比べ回復が遅れ気味となっており、直近の四半期毎の売上高は、前第４四半期会計期間 5,453百万
円、当第１四半期会計期間 5,142百万円、当第２四半期会計期間 6,168百万円で推移しております。
その他の事業の売上高は、1,579百万円と前年同期に比べ△168百万円（△9.6％）の減収となり、営業利益

は 130百万円と△１百万円（△1.0％）の減益となりました。当事業部門は、ビルメンテナンス事業、不動産
賃貸事業、リース事業、運送事業などを営んでおります。当第２四半期累計期間では、運送事業の収益は引き
続き低調に推移いたしましたが、リース事業の収益が堅調に推移した結果、小幅な減収減益となりました。 

【所在地別セグメントの概況】                    （単位：百万円）
外部顧客に対する売上高 営業利益

所 在 地 当第２
四半期

前第２
四半期

増減額 増減率
当第２
四半期

前第２
四半期

増減額 増減率

日     本 25,523 38,749 △13,225 △34.1% 4,025 7,119 △3,093 △43.5%
ア ジ ア 5,679 9,907 △4,227 △42.7% 285 1,478 △1,192 △80.7%
欧     米 1,059 2,326 △1,267 △54.5% △125 317 △443 －
消 去 － － － － △1,849 △2,038 189 －
連     結 32,262  50,983 △18,721 △36.7% 2,336   6,876 △4,540 △66.0%

日本国内の売上高は、25,523百万円と前年同期に比べ△13,225百万円（△34.1％）の減収となり、営業利
益は 4,025百万円と△3,093百万円（△43.5％）の減益となりました。前第４四半期会計期間を境に、徐々に
業績は回復しているものの、当第２四半期会計期間の売上高は、従前の７割程度と依然低調に推移しておりま
す。
アジア地域の売上高は、5,679 百万円と前年同期に比べ△4,227 百万円（△42.7％）の減収となり、営業利

益は 285百万円と△1,192百万円（△80.7％）の減益となりました。タイ、インドネシア、中国などでは、徐々
に需要が回復されつつありますが、インドを除く海外子会社の損益は、景気の落込みが厳しい平成 21年 1月
から 6 月が対象期間となっていることもあり、業績の回復感は国内に比べさらに乏しいものとなっておりま
す。
欧米地域の売上高は、1,059 百万円と前年同期に比べ△1,267 百万円（△54.5％）の減収となり、営業利益

は△125百万円の赤字（前第２四半期累計期間は 317百万円の黒字）と△443百万円の減益となりました。米
国の加工事業が、自動車業界向けの受注減少により低迷しており、厳しい状況で推移いたしました。
当第２四半期累計期間の為替換算レートの差額により、アジア地域、欧米地域の合算で、売上高が△970百

万円程度の減収、営業利益が△50百万円程度の減益となっております。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 
（資産、負債、純資産等の状況に関する分析） 

資産合計は、前連結会計年度末と比較し 1,437百万円増加し 112,525百万円となりました。主な増減といた
しましては、流動資産では、現金及び預金が 1,200 百万円、受取手形及び売掛金が 989 百万円それぞれ増加
した一方で、未成工事支出金などの減少により、たな卸資産が 1,578百万円減少いたしました。固定資産では、
機械装置及び運搬具が 488 百万円、保有株式の時価の増加などにより投資有価証券が 1,428 百万円それぞれ
増加した一方で、繰延税金資産が 831百万円減少いたしました。
負債合計は、前連結会計年度末と比較し 1,672百万円減少し 39,640百万円となりました。主な増減といた
しましては、支払手形及び買掛金が 2,145 百万円減少した一方で、短期借入金が 385 百万円増加いたしまし
た。
少数株主持分を含めた純資産合計は、前連結会計年度末と比較し 3,110百万円増加し 72,884百万円となり
ました。主な増加といたしましては、利益剰余金が 454百万円、その他有価証券評価差額金が 1,076百万円、
為替換算調整勘定が 709百万円、少数株主持分が 718百万円それぞれ増加いたしました。
以上の結果、自己資本比率は、54.2％と前連結会計年度末から 1.4％増加いたしました。

（キャッシュ・フローの状況に関する分析）
営業活動によるキャッシュ・フローは、3,825百万円の収入となりました。主な増加項目といたしましては、
税金等調整前四半期純利益は 2,413百万円、減価償却費が 1,796百万円、たな卸資産の増減額が 1,740百万円、
前受金の増減額が 756百万円であり、主な減少項目は、売上債権の増減額が 834百万円、仕入債務の増減額
が 2,243百万円、法人税等の支払額が 581百万円であります。
投資活動によるキャッシュ・フローは、2,284百万円の支出となりました。主な減少項目といたしましては、
主に生産設備の増強等のための有形固定資産の取得による支出が 1,914百万円であります。
財務活動によるキャッシュ・フローは、901百万円の支出となりました。主な増加項目といたしましては、
短期・長期借入金を合わせた純額で 149百万円であり、主な減少項目は配当金の支払額 759百万円でありま
す。
また、当第２四半期累計期間では、現金及び現金同等物に係る換算差額で 367百万円増加いたしました。
以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ 1,002
百万円増加し、18,077百万円となりました。  

３．連結業績予想に関する定性的情報 
（通期の見通し） 
景気は徐々に改善しておりますが、その回復は底打ちとしての意味合いが強く、本格的な回復には程遠い状
況で推移しております。今後につきましても、雇用環境や個人消費の改善は短期的には期待できず、厳しい経
済環境が持続すると推測されます。また、景気対策に対する反動などの下振れリスクも懸念されるなど、先行
きの展開を見通すことは大変困難な状況となっております。
当社グループの主要事業であります薬品事業及び加工事業につきましては、現段階では、徐々に回復する傾
向にありますが、値引き要請も強まる中、今後の需要動向は不透明となっております。また、装置事業につき
ましては、自動車業界などの設備投資の減少により、当下半期は前年を大きく下回ると見込まれます。このよ
うな厳しい経済環境において、当社グループは、国内外の市場ニーズを着実に捉え、迅速に対応していくとと
もに、次世代技術の研究開発に積極的に取り組み、企業体質の強化と収益の向上に努めてまいります。

平成 22 年 3月期通期連結業績の見通し 
 金 額 前期比 増減率 

売 上 高 67,000 百万円 △23,807 百万円 △26.2％ 
営 業 利 益 6,300 百万円 △3,047 百万円 △32.6％ 
経 常 利 益 6,800 百万円 △3,028 百万円 △30.8％ 
当期純利益 2,800 百万円 △1,639 百万円 △36.9％ 

 [通期業績予想は、現時点の入手可能な情報に基づき判断したものであり、経済情勢、市場の動向、為替レ
ートなどにより変動する可能性があります。] 
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４．その他 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）
   該当事項はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
 ① 簡便な会計処理
   １） 一般債権の貸倒見積高の算定方法
       当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。      
２） 固定資産の減価償却の方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間
按分する方法を一部の連結子会社で採用しております。
なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して
算定する方法によっております。

      ３） 経過勘定項目の算定方法
合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

      ４） 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予
測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

   ５） 連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去
      連結会社相互間の債権と債務の相殺消去

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内での当該差異の調整を行わな
いで債権と債務を相殺消去しております。

      連結会社相互間の取引の相殺消去
取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社の金額に合わせる方法に

より相殺消去しております。
   ６） 未実現損益の消去

四半期連結会計期間末在庫に占める当該棚卸資産の金額及び当該取引に係る損益率を合理的に見積
って計算しております。

   
 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
   １） 税金費用計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四
半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更
請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関
する会計基準」（企業会計基準第 15号 平成 19年 12 月 27 日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指
針」（企業会計基準適用指針第 18号 平成 19年 12 月 27 日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１
四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の
確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事
については工事完成基準を適用しております。
これによる損益に与える影響はありません。
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四半期連結貸借対照表の表示方法の変更
前第２四半期連結会計期間末において、有形固定資産の「その他（純額）」に含めておりました「建物及び

構築物（純額）」は、資産総額の 100分の 10を超えたため、当第２四半期連結会計期間末では区分掲記して
おります。なお、前第２四半期連結会計期間末の有形固定資産の「その他（純額）」に含まれております「建
物及び構築物（純額）」は 13,032百万円であります。

四半期連結損益計算書の表示方法の変更
前第２四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めておりました「貸倒引当金戻入額」は
特別利益総額の 100分の 20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しております。なお、前
第２四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれております「貸倒引当金戻入額」は 2 百万円であ
ります。

四半期連結キャッシュ・フロー計算書の表示方法の変更
前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりま
した「投資有価証券評価損」は重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記しておりま
す。なお、前第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれてお
ります「投資有価証券評価損」は 282百万円であります。
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 20,984 19,784 
受取手形及び売掛金 ※５  21,851 ※５  20,861 
商品及び製品 1,619 1,874 
仕掛品 955 1,850 
原材料及び貯蔵品 2,955 3,384 
その他 2,411 2,966 
貸倒引当金 △56 △60 
流動資産合計 50,721 50,660 

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 12,315 12,082 
土地 14,412 14,343 
その他（純額） 9,650 9,462 
有形固定資産合計 ※1, ※3  36,378 ※1, ※3  35,889 

無形固定資産 ※２  1,981 ※２  1,905 
投資その他の資産   
投資有価証券 16,787 15,358 
その他 7,011 7,631 
貸倒引当金 △353 △358 
投資その他の資産合計 23,445 22,632 

固定資産合計 61,804 60,427 
資産合計 112,525 111,088 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 9,097 11,243 
短期借入金 ※３  5,864 ※３  5,478 
1年内返済予定の長期借入金 ※３  1,094 ※３  1,125 
未払法人税等 686 506 
賞与引当金 1,755 1,712 
その他 5,122 4,789 
流動負債合計 23,620 24,855 

固定負債   
長期借入金 ※３  4,596 ※３  4,761 
退職給付引当金 10,118 10,421 
その他 1,304 1,275 
固定負債合計 16,019 16,458 

負債合計 39,640 41,313 

日本パーカライジング㈱(4095)　平成22年３月期　第２四半期決算短信

8



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   
株主資本   
資本金 4,560 4,560 
資本剰余金 3,913 3,913 
利益剰余金 56,902 56,448 
自己株式 △3,608 △3,605 
株主資本合計 61,767 61,316 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 2,290 1,214 
繰延ヘッジ損益 △360 △515 
為替換算調整勘定 △2,673 △3,382 
評価・換算差額等合計 △743 △2,683 

少数株主持分 11,860 11,141 
純資産合計 72,884 69,774 

負債純資産合計 112,525 111,088 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 50,983 32,262 
売上原価 33,675 21,386 
売上総利益 17,308 10,876 
販売費及び一般管理費 ※1  10,431 ※1  8,539 
営業利益 6,876 2,336 
営業外収益   
受取利息 100 39 
受取配当金 258 144 
受取賃貸料 141 164 
為替差益 － 94 
持分法による投資利益 331 79 
その他 315 259 
営業外収益合計 1,147 782 

営業外費用   
支払利息 114 89 
為替差損 139 － 
支払手数料 119 － 
その他 63 57 
営業外費用合計 437 146 

経常利益 7,586 2,972 
特別利益   
固定資産売却益 14 2 
投資有価証券売却益 21 － 
貸倒引当金戻入額 － 2 
その他 4 2 
特別利益合計 40 7 

特別損失   
投資有価証券評価損 282 502 
その他 41 63 
特別損失合計 323 565 

税金等調整前四半期純利益 7,303 2,413 
法人税等 ※2  2,725 ※2  938 
少数株主利益 818 262 
四半期純利益 3,760 1,213 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純利益 7,303 2,413 
減価償却費 2,158 1,796 
減損損失 14 30 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △13 △10 
賞与引当金の増減額（△は減少） △54 43 
退職給付引当金の増減額（△は減少） △102 △251 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 36 △60 
受取利息及び受取配当金 △359 △183 
支払利息 114 89 
為替差損益（△は益） 164 △77 
持分法による投資損益（△は益） △331 △79 
有形固定資産除却損 20 8 
投資有価証券評価損益（△は益） － 502 
売上債権の増減額（△は増加） △1,105 △834 
たな卸資産の増減額（△は増加） △2,211 1,740 
前渡金の増減額（△は増加） 239 269 
仕入債務の増減額（△は減少） 900 △2,243 
未払金の増減額（△は減少） △1,031 △145 
未払費用の増減額（△は減少） 89 △242 
前受金の増減額（△は減少） 1,325 756 
未払消費税等の増減額（△は減少） △198 232 
預り金の増減額（△は減少） △3 △26 
その他 224 448 
小計 7,181 4,175 
利息及び配当金の受取額 523 324 
利息の支払額 △127 △92 
法人税等の支払額 △3,005 △581 
営業活動によるキャッシュ・フロー 4,572 3,825 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
有形固定資産の取得による支出 △2,253 △1,914 
有形固定資産の売却による収入 70 12 
投資有価証券の取得による支出 △365 △108 
投資有価証券の売却による収入 675 0 
定期預金の預入による支出 △602 △320 
定期預金の払戻による収入 157 141 
子会社株式の取得による支出 △57 － 
その他 △103 △95 
投資活動によるキャッシュ・フロー △2,478 △2,284 
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（単位：百万円）
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入れによる収入 3,406 2,090 
短期借入金の返済による支出 △3,870 △1,724 
長期借入れによる収入 1,014 403 
長期借入金の返済による支出 △2,226 △619 
自己株式の取得による支出 △7 △3 
配当金の支払額 △780 △759 
少数株主への配当金の支払額 △216 △193 
その他 △234 △93 
財務活動によるキャッシュ・フロー △2,916 △901 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △956 367 
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,778 1,007 
現金及び現金同等物の期首残高 20,515 17,075 
連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △5 
現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  18,736 ※1  18,077 
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（4）継続企業の前提に関する注記

   該当事項はありません。

（5）セグメント情報

  ａ．事業の種類別セグメント情報
前第２四半期連結累計期間（自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日）  （単位：百万円）

薬 品
事 業

装 置
事 業

加 工
事 業

その他
の事業 計 消去又は

全    社 連 結

売    上    高
(1)外部顧客に対する売上高 21,384 8,522 19,328 1,748 50,983 － 50,983
(2)セグメント間の内部売上高 

     又は振替高 717 85 11 893 1,708 (1,708) －

計 22,101 8,608 19,340 2,641 52,692 (1,708) 50,983

営 業 費 用 17,486 8,469 15,269 2,510 43,735     371 44,106

営 業 利 益 4,615 139 4,070 131 8,957 (2,080) 6,876

当第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 21 年 9 月 30 日）  （単位：百万円）
薬 品
事 業

装 置
事 業

加 工
事 業

その他
の事業 計 消去又は

全    社 連 結

売    上    高
(1)外部顧客に対する売上高 14,464 4,907 11,311 1,579 32,262 － 32,262
(2)セグメント間の内部売上高 

     又は振替高 482 176 11 667 1,338 (1,338) －

計 14,946 5,083 11,322 2,247 33,600 (1,338) 32,262

営 業 費 用 12,014 4,953 10,326 2,117 29,412 513 29,926

営 業 利 益 2,932 129 996 130 4,188 (1,852) 2,336
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ｂ．所在地別セグメント情報
前第２四半期連結累計期間（自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日）  （単位：百万円）

日本 アジア 欧米 計 消去又は
全    社 連 結

売    上    高
(1)外部顧客に対する売上高 38,749 9,907 2,326 50,983 － 50,983
(2)セグメント間の内部売上高 

     又は振替高 1,374 37 － 1,412 (1,412) －

計 40,124 9,944 2,326 52,395 (1,412) 50,983

営 業 費 用 33,004 8,466 2,009 43,480      626 44,106

営 業 利 益 7,119 1,478 317 8,915 (2,038) 6,876

 
当第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 21 年 9 月 30 日）  （単位：百万円）

日本 アジア 欧米 計 消去又は
全    社 連 結

売    上    高
(1)外部顧客に対する売上高 25,523 5,679 1,059 32,262 － 32,262
(2)セグメント間の内部売上高 

     又は振替高 1,008 － 6 1,014 (1,014) －

計 26,531 5,679 1,065 33,277 (1,014) 32,262

営 業 費 用 22,506 5,393 1,191 29,091 834 29,926

営 業 利 益 4,025 285 (125) 4,185 (1,849) 2,336

ｃ．海外売上高
前第２四半期連結累計期間（自 平成 20 年 4 月 1日 至 平成 20 年 9 月 30 日）  （単位：百万円）

アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ.海 外 売 上 高 11,161 2,108 882 14,153

Ⅱ.連 結 売 上 高  50,983
Ⅲ.連結売上高に占める
海外売上高の割合 21.9% 4.1% 1.8% 27.8%

当第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 21 年 9 月 30 日）  （単位：百万円）
アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ.海 外 売 上 高 7,088 965 255 8,309

Ⅱ.連 結 売 上 高  32,262
Ⅲ.連結売上高に占める
海外売上高の割合 22.0% 3.0% 0.8% 25.8%

（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。 
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６．その他の情報
注記事項
（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成 21 年９月 30 日）

前連結会計年度末
（平成 21 年３月 31 日）

※１ 有形固定資産から直接控除した償却累計額は、47,602
百万円であります。

有形固定資産から直接控除した償却累計額は、45,677
百万円であります。

※２ のれん 121百万円
その他 1,859 

のれん 139百万円
その他 1,766 

※３ 担保資産
 (1) 担保に供している資産

建物 909百万円
構築物 2
土地 1,104
自己株式 436
合計 2,453

(2) 担保資産に対応する債務
短期借入金 700百万円
一年以内返済予定の
長期借入金 145

長期借入金 980
合計 1,825

担保資産
 (1) 担保に供している資産

建物 1,057百万円
構築物 2
土地 1,267
自己株式 436
合計 2,763

(2) 担保資産に対応する債務
短期借入金 1,090百万円
一年以内返済予定の
長期借入金 164

長期借入金 1,075
合計 2,329

４ 偶発債務
連結会社以外の下記会社の金融機関借入金に対し債
務保証を行っております。
ミリオン化学㈱ 608百万円
瀋陽パーカライジング 173 
合計 781 

偶発債務
連結会社以外の下記会社の金融機関借入金に対し債
務保証を行っております。
ミリオン化学㈱ 486百万円
瀋陽パーカライジング 50 
合計 536 

※５ 受取手形割引高は、32百万円であります。 受取手形割引高は、39百万円であります。

（四半期連結損益計算書関係）
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成 20 年４月 １日 
    至 平成 20 年９月 30 日）

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成 21 年４月 １日 
    至 平成 21 年９月 30 日）

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額
は、次のとおりであります。
従業員給料 3,027百万円

1,571 
620 

旅費交通費 495 
運送費 818 

販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額
は、次のとおりであります。
従業員給料 2,840百万円

1,084 
569 

運送費 566 
減価償却費 383 

※２ 当四半期連結会計期間における税金費用について
は、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に
より計算しているため、「法人税及び事業税と法人
税等調整額」は、「法人税等合計」に一括して表示し
ております。

当四半期連結会計期間における税金費用について
は、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に
より計算しているため、「法人税及び事業税と法人
税等調整額」は、「法人税等合計」に一括して表示し
ております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
前第２四半期連結累計期間
（自 平成 20 年４月 １日 
   至 平成 20 年９月 30 日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成 21 年４月 １日 
  至 平成 21 年９月 30 日）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係
現金及び預金 20,476百万円

△1,740

現金及び現金同等物 18,736 

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係
現金及び預金 20,984百万円

△2,907

現金及び現金同等物 18,077 
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（参考資料）
最近における四半期毎の業績の推移（連結）

平成22年３月期（連結）
(単位：百万円)

売 上 高 14,692 17,570 32,262
売 上 総 利 益 4,618 6,257 10,876
営 業 利 益 375 1,960 2,336
経 常 利 益 672 2,299 2,972
税金等調整前当期純利益 642 1,771 2,413
当 期 純 利 益 268 945 1,213
総 資 産 111,008 112,525 ―
純 資 産 71,566 72,884 ―

平成21年３月期（連結）
(単位：百万円)

売 上 高 25,303 25,680 23,057 16,765 90,807
売 上 総 利 益 8,796 8,511 7,786 3,897 28,992
営 業 利 益 3,475 3,401 2,667 △ 197 9,347
経 常 利 益 3,815 3,771 2,819 △ 577 9,828
税金等調整前当期純利益 3,773 3,530 2,022 △ 208 9,117
当 期 純 利 益 1,902 1,857 1,040 △ 360 4,439
総 資 産 133,462 131,498 126,528 111,088 ―
純 資 産 76,225 77,350 74,456 69,774 ―

平成20年３月期（連結）
(単位：百万円)

売 上 高 23,680 24,458 27,047 28,303 103,489
売 上 総 利 益 7,943 8,278 9,568 9,231 35,021
営 業 利 益 2,715 3,380 4,320 3,723 14,140
経 常 利 益 3,347 3,761 4,608 3,747 15,464
税金等調整前当期純利益 3,356 3,692 4,445 3,566 15,060
当 期 純 利 益 1,725 2,161 2,517 1,683 8,088
総 資 産 135,087 135,482 141,333 132,595 ―
純 資 産 76,666 78,108 77,355 77,240 ―

19年４月～19年６月 19年７月～19年９月 19年10月～19年12月

第４四半期
22年１月～22年３月

第１四半期 第２四半期 第３四半期

第２四半期
21年７月～21年９月

第３四半期
21年10月～21年12月

通算

21年１月～21年３月

第１四半期
21年４月～21年６月

第１四半期
20年４月～20年６月

第２四半期通算
21年４月～21年９月

20年１月～20年３月 19年４月～20年３月

第２四半期 第３四半期
20年７月～20年９月 20年10月～20年12月

通算
20年４月～21年３月

第４四半期

第４四半期
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